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茨城大学頭育実践研究22（2003）151－159

12歳時と17歳時の：BM亙，体重度の比較

廣原紀恵＊・服部恒明＊＊
　　　　（2003年4，月30日受理）

Comparison　of　BMI　and　Weight　Ratie　at　ages　12　and　17

Toshie　HiRoHARA　aRd　Komei　HATToRi

キーワード：体重度　BMI　12歳　17歳

　　1992年から1996年度に亘って中学校に入学した，男子942名t女子460名の合計1402名

を対象に，12歳（中学1年）時と17歳（高校3年生）のBMIと体重度を比較した。男女とも

に12歳時における体重度が低いものは17歳時においても体重度は低くなる傾向がみられた。

12歳時において体重度が高いほうが，その後の体重度の変化はより顕著になる傾向がみら

れたが，大局的には12歳の体格の大小が17歳時に移行するトラッキング現象が確認できた。

パーセンタイルゾーンを基準として体格の変化を検討したところt男子に比較し女子では

12歳の時点で身長，体重ともに比較的大きいほうのパ一網ンタイルゾーンに位置している

が，17歳の時点では小さい方に移行する傾向がみられた。また，BMIも小さい方に移行す

る傾向がみられたことから，減量行為など体重のコントロールがなされた可能性が示唆さ

れた。

1　は　じ　め　に

　身体の発育状態は栄養や運動などの生活習慣とも関連していることから，教育や健康管理の現場

においては，できるだけ正確に児童・生徒の発育や発達の状況について把握することが求められる。

そこで，今まで多くの発育に関する研究がなされてきており，縦断的に収集された資料を用いた検

討も少なくない。とりわけ身長や体重によって表される体格やプロポーションによって示される体

型が，発育期にどのように，あるいはどの程度の変動幅を示すものかについて理解することは，

個々の児童・生徒の発育状態を評価する上で重要になってくる。

　松村ら（1981）と松村ら（1983）は，測定された項目を百分位（パーセンタイル）により区分し，

そのパーセンタイル値を基準として身長，体重，ローレル指数（体重／身長3）のそれぞれの項目を
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大，中，小の3っに分けて観察したところ，小学1年時の身長，体重，ローレル指数の大小関係が高

校3年まで移行することを明らかにしている。渡邊と久世（2000）は3歳時と11歳時の測定値を対

応させた分析により身長，体重ともに二つの年齢間で相関が認められることから，3歳時における

身長，体重は11歳の身長，体重を決める要因であるとし，久世と渡邊（2001）の報告でも，3歳時

と14歳時の測定値を用いた分析により身長，体重とも二つの年齢間で相関が認められることから3

歳時における身長，体重が14歳時の身長，体重に移行する傾向があるというトラッキング現象を確

認している。　また，永田と朝山（1971）は小学1年時小学5年時中学3年時におけるローレル

指数を比較して，半数以上のものに変動が認められたが，著しく変動したものは少数であったこ

とを報告している。湯川ら（1985）は，女子を対象に身長別標準体重％で，小学校低学年で中等度

以上の肥満であったものは，高校3年生の時点でも中等度以上の肥満である割合が高い（30．8％）

ことを報告している。さらに高石と大森（1970）もローレル指数について観察したところ，概括的

には7歳時においてローレル指数の小さかった者は17歳でも小さい傾向が，また大きかった者は17

歳でも大きい傾向があることを報告し，佐野ら（1980），衣笠ら（1986），衣笠ら（1992）も幼児期

の体型が学童期にまで移行するとしている。相坂と野坂（1996）は，小学校6年間の検討で，小学

1年で肥満のものは6年生においても肥満であったことを報告している。

　このように体格や体型が移行する現象は，多くの研究によって明らかにされているが，最も発育

の盛んな中学生期から高校生期においてみられる体格や体型の変化の大きさや個人差がどの程度の

ものかに関して，定量的に分析した研究はかならずしも多くはなく，最近のデータを用いた検討は

殆どなされていない。最近では児童・生徒の発育は早熟化し，体格も以前に比べ大きくなっている

ことが報告されており（高石1975：高石1981：服部と広原2000），最新のデータを用いた検討は，

現在の児童・生徒が示す発育発達の基礎的状況を理解するために有用であろう。そこで本研究では，

中学1年時および高校3年時の身長および体重のデータを用いて分析を試みているが，主としてそれ

ぞれの年齢における体重度（実測体重／標準体重）およびBMI（体重／身長2）の関係について検討し

ている。

2　研究の対象と方法

　研究対象1よ茨城県内のH市とM市に設置されている全日制の高等学校に在学した高校生である。

調査対象者は，中学校の入学年度でみると1992年（平成4年）から1996年度（平成8年）に亘って

入学したもので，男子942名，女子460名の合計1402名である。これら総数1402名の各個人につい

て中学生時の「定期健康診断票」に記載された中学1年時の身長，体重及びBMIのデータを求め，

さらに高校生時の「定期健康診断票」に記載された高校3年時の身長，体重の値及びBMIを求め，

中学1年時と高校3年時の値とを比較検討した。学年と年齢の対応関係は中学1年生を12歳，高校3

年生を17歳とした。

　まず各個人の中学1年時と高校3年時の計測値から体重度（実測体重／標準体重）を算出した。体

重度は，肥満度が〔実測体重一標準体重〕／標準体重　で表されていることから，肥満度＋1と等し

く，実質的には同じ意味を持つものであるが，計算式の簡便性から本研究では体重度を用いた。標
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準体重は平成13年文部科学省による学校保健統計調査報告書に記載されている性別，年齢別，身長

別平均体重を用いた。

　次に廣原と服部（2001）により報告されている身長，体重，BMIの各年齢の95，90，75，50，25，

5の7つのパ一戦ンタイル値を境界値として用い，上位から8っの区分域を定め，ゾーンAからゾー

ンHに分類した。そして，まず12歳における各個人の身長，体重，BMIがどのゾーンに位置にいる

か分類し，同様に17歳時の測定値についても，どのゾーンに区分されるか観察した。

　データの処理は，統計処理パッケージExcelとStatview及びSPSS（10．OJ）を用いて行なった。

3　結 果

　12歳と17歳時における，身長，体重BMI，及び体重度の平均値と標準偏差を表1に示した。

12歳の身長，体重の平均値を平成8年の文部科学省による学校保健統計調査報告書の全国平均値と

比較すると，男子は身長がO．1cm低く，体重は0．7kg重かった。また女子は0．7cm高く，0．2kg重かっ

た。17歳を平成13年の学校保健統計調査報告書による全国平均値と比較すると，男子では身長が

0．4cm高く，体重は0．9kg重かった。一方女子はO．7cm高く，0．2kg軽かった。すなわち本研究対象群

は全国平均値と大きな違いは示されなかったものの，17歳時の女子は，幾分やせ傾向を示している

といえる。

　12歳における男女のBMIは19．2と同じ値を示したが，男子の体重度は100．6であるのに対し女子

は99．5であった。17歳では，男子のBML体重度の値が，それぞれ21．8，102．0であるのに対し，女

子の値はそれぞれ21．0，99．4であり，男子が女子よりも高い値を示した。男子はBMI，体重度ともに

12歳時に比べ17歳では増加していたが，女子はBMIでは増加傾向がみられたが体重度は殆ど変わら

なかった。

　　　　　　　　表1　身長，体重，BMI，体重度の平均及び標準偏差（男女）

　　　　　　　　男　　Ii：・（N＝942）

　身長　　体露　　B酬1　　体型x
平均　　S．D　「繭「　平均　　S．　D　　平均　　S．　D

　　　　　　　　女子（N・460）

　身長　　体璽　　B間　　体重度
平均　　S．　D　　平均　　S．D　　平均　　S．　D　　平均　　S．　D

12歳　　　152．2　　　7．80　　　44．7　　　9．46　　　19．2　　　3。05　　書00，6　　15．51　　　152，7　　　5．25　　　44．9　　　7」5　　　　19．2　　　2．48　　　　99．5　　12，56

17歳　171，3　5．89　63．9　10．14　2L　8、3．27　102．0　15．28　158．7　4，76　53．0　6．97　21．0　2．50　99．4　11．80
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図1　12歳と17歳時の体重度の相関図（男子）

レ
酬

17

@
1
6
醜
蜘

0
　
　
　
0
　
　
　
0

巡
麟
葦
懸
な

鵬

90

@
8
0
山了

認
勲
総

　　

E
黎

　
　
○

夢警略

　　　　　む
　　○　　　O　　　o
　　　　　　　O　o
　　O　O　　　O　　　　　O　　　　　　O
　　　　　　む　　

磯部碗略　。
魏　。名馬り0

　　6　0
。・ぽ　○

o

　　7g　80　9e　IOO　11e　12e　130　140　15e　160

　　　　　　　　　12歳体重度

図2　12歳と17歳時の体重度の相関図（女子）
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　図1，2には12歳時と17歳時における体重度の関係が示されている。男女ともに12歳時に低い体

重度であるなら17歳時においても低くなる傾向がみられた。12歳時において体重度が高いほうが，

その後の体重度の変化はより顕著となる傾向がみられた。

　次に12歳時と17歳時における身長，体重，BMIをパーセンタイルチャンネル法を用いて検討した

（廣原と服部2001）。各項目について12歳時におけるゾーンと17歳時におけるゾーンの関係につ

いて観察した結果が，表2－7，図3，4に示されている。身長では，男子は12歳時でAゾーンに位置

した32名のうち，17歳時においてもAゾーンに属したものは43．8％（14名）であった。12歳時にH

ゾーンに属していたもの46名のうち，17歳時においてもHゾーンに属していたものは，39．1％（18

名）を占めた。女子では，12歳時でAゾーンに属した者24名で，17歳時でも50．0％（12名）であっ

た。12歳時でHゾーンであった8名は，17歳時でHゾーンに属したものは皆無で，Eゾーン37．5％

（3名），Fゾーン50．0％（4名），　Gゾーン12．5％（1名）と，隣接するより高いほうのパーセンタイ

ルゾーンに移動した。CDEゾーンについては男子では21－27％が，女子では33・一41％が同じゾーンに

属していた。男女ともに12歳時に身長の高いAゾーンに属する者は，17歳でも高いAゾーンに属す

る割合は高かった。

　　　　　表2　12歳と17歳の身長のパーセンタイルゾーンの頻度と出現率（男子）

12歳

　　　　　　A　　　　　　　B　　　　　　　C
N　　　％　　　　樋　　　％　　　　N　　　％　　　　N　　　％

17歳

　D　E　F　G　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H
N　　　％　N　　　％　N　　　％　N　　　％　N　　　％

A　32　3．4　14
B　56　5．9　13
C　143　15．2　22
D　246　26．1　19
1三　　　211　　　22．4　　　　　1

F　166　W．6　e
G　42　4．5　O
H　46　4．9　O

43．8　4
23．2　3
15．4　18
7．7　15
e．5　6
0．o　e
o．o　o
o．o　e

12．5　11　34．4　2　6．3　1
5．4　17　30．4　18　32．1　5
12．6　32　22．4　33　23．1　33
6．1　54　220　64　26．0　55
2．8　30　14．2　73　34．6　56
0JO　2　1．2　35　21．1　67
0．O　O　O．O　4　9．5　16
e．o　1　2．2　o　e．o　6

3．1　O　O．O　O　OD　O
s．g　o　o．o　o　g．o　0
23．1　4　Z8　1　O．7　0
22．4　26　10．6　8　3．3　5
26．5　29　13．7　7　3．3　9
40．4　35　21．1　13　7．8　i4
38．1　11　26．2　8　19．0　3
13．0　13　28．3　8　17．4　18

o．o

o．o

o．0

2．0

4．3

8．4

7．1

39．1

942　100．0　69　7．3　46　4．9　147　15．6　229　24．3　239　25．4　11g　12．5　45　4．8　49　52

斜体はC。nsistent　type

表3　12歳と17歳の身長のパーセンタイルゾーンの頻度と出現率（女子）

12歳

　　　　　　A　　　　　　　B　　　　　　　　　　　　　　　c

N％　N％　N％　N％

17歳

　D　E　F　　　　　　　　　　　　　　　　G　　　　　　　H

N％　N％　N％　N％　N％A　24　5．2　i2
B　32　7．0　5
C　　　　71　　　壌5，4　　　　　1

D　139　30．2　1
E　108　235　e
F　65　14A　O
G　　　望3　　2．8　　　0

H　8　1．7　e

50．0　8　33．3　4　：6．7　e
15．6　5　156　15　46．9　7
1．4　　　　　4　　　　5．6　　　　25　　　35二2　　　　38

0．7　3　2．2　19　13．7　58
0．O　1　O．9　9　8．3　19
0．e　e　o．o　s　7．7　g
O．O　O　O．O　O　O．O　3
0．o　o　o．o　e　o．e　o

o．o　o　o．e　o　o．o　0
21．g　o　o．o　o　e．o　0
53．5　2　2．8　1　1．4　0
41．7　49　35B　9　6．5　O
17．6　39　36．1　37　34．3　3
13．8　14　21．5　24　36．9　4
23」　　　　　　3　　　23．重　　　　　3　　　23」　　　　　　ノ

O．O　3　37．5　4　50．0　1

o．o　o　o．e
O．0　　　0　　0二〇

〇．o　o　o．e
o．e　o　o．e
2．8　O　O．0
6．2　9　13．8
Z7　3　23．1
12．5　O　0．0

460　100．0　19　4．1　21　4．6　77　16．7　134　29．4　IGO　239　78　IXO　9　2．0　12　2．6

　　　　　斜｛本1まConsistent　type

　体重についてみると，男子は12歳時でAゾーンに属した者53名で，17歳時でもAゾーンに属した

者は54．7％（29名）を占めた。12歳時でGゾーンであったもの40名のうち17歳時に同じGゾーンに

属したものは15．0％（6名）にとどまり，B－F，　Hゾーンにおいては，30　一　44％が17歳時におい

ても12歳時と同じゾーンに属していた。それと比較するとGゾーンにおいては同じゾーンにとどま

る頻度は低かった。12歳時点で比較的体重の重いゾーンA，B，　Cにいるほうが同じゾーンにとどま

る傾向があり，軽いゾーンにいるものはより重いゾーンへ移行する傾向がみられた。女子では，12
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歳時にAゾーンに属したもの12名のうち，17歳時でもAゾーンに属したものは41．7％（5名）であっ

た。12歳時にHゾーンに属したもの12名のうち，17歳時でもHゾ・一・一一ンに属したものは66．7％（8名）

であった。12歳時でB－Gゾーンに属していたものでは，，20－35％が17歳時段階でも同一ゾーンに

属していた。

　　　　　表4　12歳と17歳の体重のパーセンタイルゾーンの頻度と出現率（男子）

12歳 　　　　　　　　　　　　17歳

A　B　C　D
E　　　　　　　F G　　　　　　　卜1

N　　　％　N　％　，　N　　　％　N　　　％　N　　　％　N　　　％　N　　　％　N　　　％　N　　　％

A
B
C
D
ε
F
G
H

53　5．6　29　54．7　10　18．9
54　5．7　15　27．8　19　35．2
121　IZ8　13　10．7　17　14．0
257　27．3　4　1．6　23　8．9
229　24．3　O　O．O　1　O．4
146　ls．s　o　o．o　o　e．0
40　4．2　o　o．o　e　o．0
42　4．s　G　eo　o　o．o

11　20．8　3　5．7
17　31．5　3　5．6
53　43．S　29　24．0
63　24．5　106　41．2
16　7．0　78　34．1
3　2．1　23　15．8
0　o．o　o　o．o
o　o．o　o　o．o

o　o．o　e．　o．o－
o　e．o　e　o．0
8　6．6　1　O．8
50　19．5　11　4．3
82　　　35二8　　　　43　　　18．8

60　41．1　43　29．5
16　40．0　15　37．5
3　7．1　16　38．1

o’　o．o　o　．一　o．o

o　o．o　o　o．o
o　o．o　o　o．o
e　e．o　o　o．0
6　2．6　3　1．3
8　5．5　9　6．2
6／50　41α0
7　16．7　15　35．7

942　100．0　61　6．5　7e　7．4　163　17．3　242　25．7　219　23．2　129　13．7　27　2．9　31　3t3

斜体はC◎nsistent　type

表5　12歳と17歳の体重のパーセンタイルゾーンの頻度と出現率（女子）

12歳

　　　　　　A　B　CN％　N％　N％　N％

17歳

　D　　　　　　　E　F　　　　　　G　　　　　　　H

N％　N％　N％　N％　N　C6A　12
B　29
C　69
D　125
E　134
F　69
G　10
H　　12

2．6　5　41．7　4　33．3
6．3　5　17．2　6　20．7
15．0　8　“．6　8　lt．6
27．2　2　1．6　6　4．8
29．1　O　O．e　2　1．5
1s．o　e　oo　o　o．0
2．2　e　o．o　o　o．0
2．6　o　o．e　o　o．o

2　16．7　1　83　O　O．0
7　24．1　9　31．0　2　6．9
18　26．1　28　40．6　7　10．1
26　20．8　44　35．2　35　28．0
9　6．7　36　26．9　44　32．8
5　72　IO　14．5　24　34．8
0　o．s　o　o．e　1　lo．o
O　O．O　O　O．O　1　8．3

o　o．o
o　o．o
o　o．0
8　6．4

31　23．1

／4　203
4　40．0
3　25．0

o　e．o　o　o．o
o　e．o　o　o．o
o　o．o　o　e．0
3　2．4　1　O．8
7　5．2　5　3．7
10　14．5　6　8」
2　20．o　3　3e．o
e　O．e　8　66．7

460　100．0　2e　4．3　26　5．7　67　14．6　128　27．8　114　24．8　60　13．0　22　4．8　23　5．0

劔体はConsistent　type

　BMIでは，男子は12歳時でAゾーンに属したのもの51名のうち17歳時においてもAゾーンに属し

たものは60．8％（31名）であった。12歳時でHゾーンに属していたもの33名のうち，17歳時におい

てもHゾーンに属しているものは5L5％（17名）を占めた。女子のBMIでは，12歳時でAゾーンに

属したもの15名のうち，17歳半でもAゾーンに属したもの40．0％（6名）であった。12歳時でHゾー

ンであったものU名のうち，17歳時でHゾーンに属したものは54．5％（6名）を占めた。女子のBゾー

ンの場合を除き，男女ともに21　一　60％が12歳時および17歳時で同一のパーセンタイルゾーンに属

していた。特にAとHゾーンであったものは高い頻度で同じゾーンに移行した。

　　　　　　表6　12歳と17歳のBMIパーセンタイルゾーンの頻度と出現率（男子）

12歳

　　　　　　A　　　　　　　B　　　　　　　C
N　　　％　N　　　％　N　　　％　N　　　％

17歳

　D　　　　　　　E　F　　　　　　　G　　　　　　　H

N％　N％　N％　N％　N％A　　5で　　5．4

B　39　4．1
C　　　唯70　　　48．G

D　246　26．1
E　264　28．O
F　　　霊15　　　｛2．2

G　24　2．5
H　33　3．5

31　60．8

14　359
15　8－8
3　1．2
0　o．o
e　o．o
o　o．o
o　o．o

12　23．5

10　25．6
27　15．9

15　6．1
灌　　O．4

0　e．o
o　o．o
e　o．o

7
2
8
4
4
壌
0
書

　
1
6
5
1

13」

30．8

40．0

22．0

5．3

0．9

e．0

3．0

o　o．e
3　7．7

48　28．2
107　43．5
67　25．4

10　8．7
2　8．3
1　3．0

1　2D
o　o．e
le　5．9
57　23．2

105　39．8
31　27．0
4　16．7

2　6．1

e　o．e
e　o．e
2　1．2
10　4．1
66　25．0

47　40．9
5　20．8

3　9．1

e　o．o
o　o．e
o　e．G
o　o．0
9　3．4
11　9．6
5　20．8
9　27．3

o　o．o
o　o．o
e　e．o
o　o．0
2　O．8

15　13．0

8　33．3

17　51．5

942　100．0　63　6．7　65　6．9　157　16．7　238　25．3　21e　22．3　133　14．1　34　3．6　42　4．5

斜体はConsistent　type
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表7　12歳と17歳のBMIのパーセンタイルゾーンの頻度と出現率（女子）

12歳
A　　　　　　　B

　　　17歳
C　　　　　　　D 　　　　　　　　　G　　　　　　　HE　　　　　　　F

N％　N％　N％　N％　N％　N％　N％　N％　N％A　15　3．3　6　40．0　3
B　19　4．1　4　21．1　2
C　78　17．0　7　9D　14
D　115　25．0　O　O．O　9
E　128　27．8　O　O．O　2
F　78　17．0　O　O．O　O
G　16　3．5　O　O．O　O
N　11　2．4　O　O．O　O

20．0

10．　5

望7．9

7．8

1．6

0．e

o．o

o．o

4　26．7　2　13．3　O　O．e
8　42．1　4　21．1　1　5．3

23　29．5　22　28．2　9　11．5
22　19．1　38　33．0　35　30．4
5　3．9　29　22．7　47　36．7
2　2．6　8　10．3　27　34．6
0　O．O　1　6．3　5　31．3
0　O．O　O　O．O　1　9．1

o　o．o　e　o．o　o　o．o
o　o．o　e　o．o　o　e．0
3　3．s　e　o．o　o　e．e
10　8．7　1　O．9　O　O．0
30　23．4　7　5．5　8　6．3
23　29．5　8　10．3　10　12．8
2　12．5　4　25．0　4　25．e
壌　　9．霊　　　3　　27．3　　　6　　545

460　leO．O　17　3．7　3e　6．5　64　13．9　104　22．6　125　272　69　15D　23　5．0　28　6．i

余斗体fまC◎nsistent　type

i
l
i
a
s
／
L
l
／
g
，
一
u
i
l
l
，

l
i
一
’
・
i
l
l
l
，
．
一
，
l
t
i
i
i

図3　12歳と17歳時のBMIのパーセンタイル　　図4　12歳と17歳時のBMIのパーセンタイル

　　ゾーンの出現率（男子）　　　　　　　　　　　　　ゾーンの出現率（女子）

　さらに2つの年時におけるパーセンタイルゾーンの変動の方向性を大局的に検討するために，12

歳時におけるゾーン位置に対して，17歳時において同じパーセンタイルゾーンに位置したものを

Consistent　type（安定型），より大きいゾーンに移動したものをIncrease　type（増加型），より小さ

いゾーンに移動したものをDecrease　type（減少型）に分類し，それぞれの頻度について検討した

（表8・図5）。

　身長についてみると，男子はConsistent　typeは，24．4％（230名），　Increase　typeは43．6％（414

名），Decrease　typeは31．6％（298名）であった。女子はConsistent　typeは35．7％（164名）であり，

表8　12歳と17歳時の比較による身長・体重・BMIの変化のタイプ別出現頻度（男女）

男　子 女　青

身　長 吟　重 BMI 身　長 体　重 BMI
N o／o N ofo N o／o N o／o N o／e N o／o

Consistent　Type　230　24．4

1ncrease　Type　414　43．9

．1D，LSg1gacisT　298　316

353　37．5

373　39．6

216　22．9

390　41．4

279　29．6

273　29．0

164　35．7

108　23．5

188　40．9

141　30．7

151　32．8

168　36．5

149　32．4

143　31．1

168　36．5

942　100．0　942　100．0 942　100．0 460　iOO．O　460　100．0 460　IOO．O
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図5　身長・体重・BMIの変化のタイプ（男女）

Increase　typeは23．5％（108名），　Decrease　typeは40．7％（188名）であった。男子に比べ女子は，

Increase　typeの割合が低かった。

　体重についてみると，男子はConsistent　typeは37．5％（353名）で，　Increase　typeは39．6％（373

名），Decrease　typeは22．9％（216名）であり，一方女子はConslstent　typeは30．7％（141名），　Increase

type　32．8％（151名），　Decrease　typeは36．5％（168名）であった。女子は概ね，どのタイプも均等

に出現しているが，男子はDecrease　typeがやや少ない傾向がみられた。

　BMIについては，男子はConsistent　typeは41．4％（390名），　Increase　typeは29．6％（279名），

Decrease　typeは29．0％（273名），女子はConsis毛ent　typeは32．4％（149名），　lncrease　type　31．1％

（143名）であり，Decrease　typeは36．5％（168名）であった。男子はConsistent　typeが，また女子

はDecrease　typeが比較的多いが，どのタイプもほぼ均等に出現していた。

4　考 察

　12歳時と17歳時の体重度の図から，男女ともに12歳時の体重度の高いものの方がその後の変化

が大きいことは，肥満傾向が高い者ほど，体格の変動が大きい傾向を示していると解釈できる。す

なわち，　12歳時において体重度が高い状態が発育期の過渡的な過体重による場合には，その後の

発育経過の中で通常体重域に移行する可能性があり，また過体重者はそれ以外の者に比して，減量

を行う機会が多いと考えられることが，その理由と考えられる。しかしながら，全体的には，12歳

時と17歳時の体重度は，明らかに相関していると言える。特に体重度が110前後よりも小さいもの

では，体格の大きな変化はみられず体重度の相対的位置が継承されるトラッキング現象が認められ

る。輪田と上鑓（1990）は中学生から若年成人期においてBMIが高いものは高いBMIを持続する傾
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向が強く，男子では19－20歳時め肥満の70％が中学3年時で肥満であり，女子では40％が肥満である

ことを報告しているが，若年成人期の肥満度と思春期の肥満度とは，明らかに関連していると言え

よう。

　つぎに男女による発育の変遷に着目すると，女子では，12歳の時点で身長，体重ともに比較的大

きいほうのパ一六ンタイルゾーンに位置しているが，17歳の時点では小さい方に移行する傾向がみ

られ，BMIも小さい方に移行する傾向にあり，体重のコントロール，減量行為がなされた可能性も

ある。男子は17歳のときでも，BMIのパーセンタイル域が12．tw時と同じである割合が41．4％で，女

子は32．4％，低いパーセンタイル域に移った割合は，男子は29．0％，女子では36．5％になることから

も，特に女子において体重のコントロール，減量行為がなされた可能性は否めないと考えられる。

女子高校生の痩せ願望の強さやダイエット行為がなされていることの報告は多く（門倉と沼田：

1988，眞野ら：1990，志賀ら：1994，志賀ら：1994，矢倉ら＝1996），女子高校生に対する体格

特に体重への継続的な観察と指導は必要であろう。

　以上のように12歳時と17歳時におけるBMIと体重度の比較から，それらが基本的には移行しっ

っも，変動しうる可能性も小さくないことが確認された。保健指導や保健管理の実際局面では，こ

のような事実に即した将来を展望した高校生期の体重管理等のあり方について考慮することが望ま

れる。
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